
 

 

 

 

U-18 バスケットボールリーグ 2021 京都 実施要項 

１ 主  旨 

（１）アンダーカテゴリーのリーグ化により公式試合数の増加を図り、選手の競技経験の場を増やす。     

（２）拮抗した試合を増やすリーグ組閣によって、より質の高い競技経験値を得る。  

（３）現行の「大会運営は連盟の役員が行う」という文化を脱却し、「各チームのコーチや責任者も積極

的にリーグ戦運営に関わっていく」という流れを作り出し、より多くのバスケットボールファミリ

ーを生み出す。 

２ 大会名称 U-18 バスケットボールリーグ 2021 京都（U-18 B リーグ京都） 

３ 主  催 （一社）京都府バスケットボール協会 

４ 主  管 Ｕ－18 部会 U-18 B リーグ京都実行委員会 

５ 後  援 京都府教育委員会（申請予定） 京都市教育委員会 （申請予定） 

６ 期  日 京都リーグ（1 部・2 部）・地区リーグ 

       2021 年 11 月 6 日・7 日・13 日・14 日・21 日・23 日を実施基準日とし、 

       気象条件や感染症等で場合の延期でも 2021 年 12 月 31 日までに終了させること。 

７ 参加資格 

（１）2021 年度において（一社）京都府バスケットボール協会を経て、（公財）日本バスケットボー

ル協会に加盟されたチーム及び登録された競技者であること。  

（２）競技者の年齢やチーム構成は、「Ｕ１８カテゴリー登録・移籍運用細則」に準ずることとする。 

（３）大会を通じて、ベンチを指揮する者は、JBA 公認コーチであること。またその資格は、１・２部

リーグ（京都リーグ）は JBA 公認 D 級コーチ以上、地区リーグは JBA 公認 E 級コーチ以上とする。 

（４）リーグに参加するチームは JBA 公認 E 級審判員以上を有すること。 

（５）複数チームの参加を認める。 

ただし、参加する全てのチームに引率責任者及び有資格コーチ・有資格審判員を有すること。 

 ※コーチライセンス・審判ライセンスについては開講していない場合もあるので、一定の配慮をする

が、受講可能な方法がある場合は最優先で受講することを条件に出場を認める場合がある。 

８ 競技規則 

（１） 当該年度適用の（公財）日本バスケットボール協会競技規則を適用する。 

（２） ユニフォームは、公益財団法人日本バスケットボールのユニフォーム規定による。 

選手ユニフォームの番号は「０」「９９」までの整数及び「００」のいずれかの数字を使用する

ものとし、「０１」または「０２」など「００」以外の先頭に「０」をつけた数字を使用するこ

とはできない。また、同一チーム内において、異なるチームメンバーが同じ選手番号を使用して

はならない。また、アンダーガーメント・サポーターは公益財団法人日本バスケットボール協会

の定める規程による。 

（３） ベンチ入りメンバーは 20 名とする。 

 



 

 

 

 

（４）複数チーム参加するチームのみ選手登録を行う。メンバー登録の追加は試合の１週間前までに 

Ｕ-18Ｂリーグ実行委員会岩崎広行（龍谷大平安高校）宛に登録用紙をメールで送ること。 

（５）単独チームの選手登録は行わない。単独チームのメンバーは高体連の大会と同様に「チーム所

属競技者一覧表」で確認する。 

９ 競技方法 

（１）１回戦方式のリーグ戦とするが、参加チームにより変則リーグ戦を実施する場合もある。 

（２）リーグの構成及び組み合わせについては 2019 年度実施を反映させる。 

  ＜男子＞ 

    1 部 12 チーム（αβγで分ける）  2 部 14 チーム（αβで分けて変則リーグ戦を実施） 

  ＜女子＞ 

    1 部 10 チーム（αβで分ける）   2 部  8 チーム（αβで分ける） 

  本年度は 1 部・2 部共に複数リーグ編成で行う。上記以外のチームは地区リーグの参加となる。 

  1 部・2 部の構成は男女とも 2019 年度の順位を反映させ構成をする。 

地区リーグの全チーム及び 1 部・2 部の昇格部分については抽選によって決定する。 

（３）リーグ戦における順位決定方法は、「勝ち点」により決定する。 

（４）棄権チームが出た場合は、当該チームを不戦敗とし、その試合を 0 対 20 として扱う。その後の

対応については U18 B リーグ京都実行委員会において決定する。 

（５）各リーグ間の入れについて 

   1 部と 2 部の入れ替えは 1 部のαβγそれぞれ下位２チーム計（男子６チーム・女子 4 チーム）

と 2 部のαβそれぞれ上位１チーム計 2 チームの自動入れ替えとする。 

（来シーズンの 1 部は計 8 チーム編成） 

   2 部と地区の入れ替えは男子については、2 部のαβそれぞれ下位３チーム計６チームと地区の

リーグの 1 位の中から２チームの入れ替えとする。2 部から地区への降格は自動降格とし、地

区から 2 部への昇格は地区リーグ 1 位が３チーム以上の場合は昇格チーム決定戦（参入戦）を

実施する。（２０２２年３月１９日及び２１日の内で実施予定）女子については降格を行わず、

昇格チーム決定戦で地区リーグ 2 位チームを含めても 6 チーム 2 部に昇格させる。 

（来シーズンの２部は男女とも計１６チーム編成） 

10 表  彰 リーグ戦の各ブロック 1 位チームに賞状を授与する。 

11 参加料及び審判協力金 

（１）参加料は、1 チームにつき 6000 円とする。（７月 28 日抽選会で徴収） 

（２）審判協力金は、8000 円とする。（７月 28 日抽選会で徴収） 

12 申込方法について 

  リーグに参加するチームはＵ18 部会のホームページにアップロードされる「参加申込書」に 

必要事項を入力し、202１年６月 14 日（月）～202１年７月９日（金）までにメールまたは 

郵送で提出すること。（申し込み時期を変更させていただきました） 

    



 

 

 

 

申込先 Ｕ-18Ｂリーグ京都実行委員会 岩崎広行  メールアドレス iwasaki@heian.ed.jp 

        郵送時の送付先   

〒600-8267 京都府京都市下京区七条大宮上ル御器屋町３０  

龍谷大学付属平安高等学校内 岩崎広行 宛 

ＴｅａｍＪＢＡを通じて 7 月１２日に参加チーム一覧表を送付致します。ご確認の上、問い合わ

せがある場合龍谷平安岩崎まで連絡をください。 

13 複数チームの参加方法 

（１）複数チームの名称は登録チーム名＋Ａ，Ｂとする。その際、各チームのファーストチーム（以

下、１st チーム）よりＡ，Ｂとつける。 

（２）セカンドチーム（以下、2nd チーム）は地区リーグに参加できる。 

（３）複数チームのＡ，Ｂの各チームは、同一リーグに入ることはできない。なお、地区リーグにつ

いては、ブロックの数だけ参加することができるものとする。ただし、今大会（2021 京都）の 

最大参加チーム数は、2 チームとする。 

（４）複数で参加するチームは、移籍期間のみ登録選手をチーム間で移籍させることができる。移籍

完了次第、移籍先のチームでの出場を認める。移籍する場合はＵ-18Ｂリーグ実行委員会島﨑宛に

登録用紙をメールで送ること。 

   移籍期間 ①１０月１日（金）～１０月３１日（日） 

        ②１２月１日（水）～１２月３１日（金） ※本年度移籍は認めないことにする。 

14  有資格者のいないチーム 

（1）有資格コーチの異動等により有資格者がいない場合は、その年度のリーグ期間のみ参加を認め

る。ただし、有資格コーチが連続した年度でいない場合は、そのリーグへの参加を認めない。 

（2）有資格審判員のいないチームは、審判協力金を支払うこと。 

15 そ の 他 

（１）大会中に発生した事故については、各チームがその責任を負う。 

（２）参加各チームで傷害保険に加入する。（ただし、高等学校のチームについては、独立行政法人 

日本スポーツ振興センター災害共済給付の対象となる。） 

（３）不可抗力による試合の中断及び中止の判断については、「U-18 B リーグ京都の試合中止の判断

について」を参照する。 

（４）本リーグに参加を申し込んだ後の棄権は一切認めない。止むを得ない事情で参加不可能となっ

た場合は、直ちに U-18 B リーグ京都実行委員会及びブロック運営委員、相手チームに通知し、

U-18 B リーグ京都実行委員会に対して改めて文書にて理由書を提出する。 

（５）出場チームに不都合な行為等があった場合は、その処置を（一社）京都府バスケットボール協

会規律委員会で審議し、決定する。 

（６）本大会実施要項に記載されていない事項については、U-18 B リーグ京都実行委員会において協

議の上、決定する。 

 



 

 

 

 

（７）大会は定められた期日内に終了するように運営すること。何らかの形で棄権試合でなく、延期

試合にしている場合で１2 月 31 日までに日程が組めない場合はその試合は引き分けとし、勝ち点

「１」を加え、最終的に順位を決定する。 

（８）今後このリーグをもとに順位を決定する必要が出てきた場合以下の手順で決定をする。 

  ＜男子＞  

「1部」 ① αβγそれぞれのリーグで 1 位から 4 位を決定する。 

② 1 位の 3 チームの中でそれぞれのリーグの試合についての「得失点差」の 

  多いチームから 1 位・2 位・3 位と決定する。以下 4 位・5 位・6 位・・・ 

  と 12 位まで決定をする。 

③ 「得失点差」が同じ場合、「総得点」の多いチームを上位とする。 

④ 「総得点」も同じ場合、「抽選」で決定する。 

「2部」 ① αβそれぞれのリーグで 1 位から７位を決定する。 

② 1 位の 2 チームでそれぞれのリーグの試合についての「得失点差」の 

  多いチームから 13 位・14 位と決定する。以下 15 位・16 位・・・ 

  と 26 位まで決定する。 

③④は「1 部」と同じ 

   「地区リーグ」 昇格決定戦に関係なくそれぞれのリーグでの 1 位のみで 27 位以降を 

           「1 部」「2 部」と同じく「得失点差」→「総得点」→「抽選」で決定をす

る。昇格チームが下位の場合もある。 

  ＜女子＞  

「1部」 ① αβそれぞれのリーグで 1 位から５位を決定する。 

② 1 位の２チームでそれぞれのリーグの試合についての「得失点差」の多い 

チームから 1 位・2 位と決定する。以下３位・４位と 10 位まで決定をする。 

③ 「得失点差」が同じ場合、「総得点」の多いチームを上位とする。 

④ 「総得点」も同じ場合、「抽選」で決定する。 

「2部」 ① αβそれぞれのリーグで 1 位から４位を決定する。 

② 1 位の 2 チームでそれぞれのリーグの試合についての「得失点差」の多いチー

ムから 11 位・12 位と決定する。以下 13 位・14 位と 18 位まで決定をする。 

③④は「1 部」と同じ 

   「地区リーグ」 昇格決定戦に関係なくそれぞれのリーグでの 1 位と 2 位それぞれで 19 位以

降を「1 部」「2 部」と同じく「得失点差」→「総得点」→「抽選」で決定を

する。昇格チームが下位の場合もある。 

（９）今大会での全日程ができなかった場合やＪＢＡの方針などにより、２０２２年リーグの「1 部」

「2 部」「地区」の区分けについて変更が生じた場合、（８）の順位を参考にして主催者側で決定

をすることとする。また、チーム事情もあるが決定事項には従うことする。 

 


